
職場適応援助者助成金

狭義のＪＣ支援について

○ 狭義のＪＣ支援の基本的役割・求められるスキルは何か。

○ 狭義のＪＣの専門性が求められる職域、支援対象（障害者、企業、関係機関等）は何か。

基礎的研修の内容を踏まえたＪＣ養成研修の見直しを行う前提として、現時点でＪＣに求められる役割・スキルを整理する必要がある。

ＪＣを巡るこれまでの議論や本作業部会での議論を踏まえ、狭義のＪＣ支援について以下のとおり整理してはどうか。

〔狭義のＪＣ支援〕

○「狭義のＪＣ支援」とは、職場適応援助者助成金の対象となり、課題を抱える特定の障害者・企業に対する職場適応に関する専門的な支援。

この際、助成金の支給がされない場合でも、支援計画を作成した上で、ＪＣ支援に準ずる支援を行う場合も「狭義のＪＣ支援」に含めるこ

ととする。

○「仕事を教える」という役割に加え、障害者雇用に取り組むパートナーとして、多様な支援ニーズや個別の課題に柔軟に対応するため、面

談・協議を通じた企業と障害者の調整による合意形成や、関係機関とのコーディネートを行う「調整役、橋渡し役」という役割が大きく

なってきている。

狭義のJC支援

連携した支援

障害者

関係機関

・ハローワーク
・障害者就業・生活支援セ
ンター
・就労移行支援事業者
・医療、生活支援機関 等

ＪＥＥＤ
地域障害者職業センター
障害者職業総合センター

・サポート研修
・支援スキル向上研修
・支援計画策定承認
・配置型JCとのペア支援
・JC支援事業推進協議会

育成・質向上

多様な支援ニーズへの介入

・人間関係、コミュニケーションに関する課題への対応

・作業支援

・ノウハウが少ない企業に対する介入度の高い支援

・地域へつなげる支援 等

支援をつなぐ

コーディネート

企 業

ジョブコーチ
・アセスメント、観察・情報収集、相談、助言、

面談・協議を通じた調整

支援等に係る

合意形成
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